
 

  

 

  

 

たかつ りゅうのすけ 

高津 竜之介 
職名・職位  専任講師 

 

 

担 当 科 目 経営学総論、経営戦略論、マー

ケティング論、基礎ゼミ 

 

学  位 2024 年 10 月 博士（社会経済学） 

（レンヌ第二大学） 

 

研究分野 経営学 

研究キーワード 組織論、知識創造論、社会的イノベーション論、社会連帯経済 

研 究 業 績  

 論 文 2018年 6月 

 

 

2021年 6月 

 

 

2022年 9月 

 

2023年 7月 

 

2024年 7月 

 

2025年 7月 

 

« La nouveauté dans les approches évolutionnistes économique, psycho-

sociologique et managériale - une étude comparative – » Bulletin de la 
Société Franco-Japonaise de Gestion (35) p. 42-63（単著、査読付） 

「最も美しい村運動の日本における展開について ソーシャル・イノベーション研

究の視点からの理論的考察」、『日仏経営学会誌』、38号、48頁～63頁（単著、査読

付） 

「地域活性化におけるアソシエーションの役割－『フランスの最も美しい村』協

会の事例研究―」、『日仏経済学会BULLETIN』、34号、15頁～24頁（単著、査読付） 

「地域発展における『村への権利』：サント・スザンヌ村（仏）の事例」、『日仏経

営学会誌』、40号、1頁～13頁（単著、査読付） 

「地域雇用における社会連帯経済の役割：日仏の比較研究」、『日仏経営学会誌』、

41号、1頁～23頁（共著：筆頭著者、査読付） 

「国際文化交流における草の根の役割」、『日仏経営学会誌』、42号、24頁～39頁

（共著：筆頭著者、査読付） 

社 会 的 活 動 

 

 

2019年 6月 

2021年 4月 

2026年 4月 

 

2019年 9月 

2024年 6月 

 

【社会的活動】 

レンヌ日本文化研究センター(CRCJR) 理事（現在に至る） 

NPO法人「日本で最も美しい村」連合 在フランス研究員（2026年3月まで） 

NPO法人「日本で最も美しい村」連合 特任研究員（現在に至る） 

【競争的資金】 

フランス政府給費留学生（2021年6月まで） 

一般財団法人 住総研 研究助成（研究代表者：香月歩）「農山漁村地域の住生活向

上における歴史的景観と地域間連携の役割-『フランスの最も美しい村』連合の活

動に着目して-」共同分担者（2025年10月まで） 

略 歴  

2013年 3月 

2014年 7月 

 

 

2015年 7月 

 

 

2024年10月 

 

 

 

2015年10月 

2016年 6月 

2019年 1月 

2021年 9月 

2025年 4月 

2026年 4月 

2026年 4月 

【学歴】 

大阪市立大学（現大阪公立大学）商学部 商学科 経営コース専攻 卒業 

レンヌ第一大学（現レンヌ大学）経済・経営学研究科 企業経済学およびイノベー

ション研究コース専攻 博士課程前期課程一年（フランス） 修了 

- Maîtrise (Économie et gestion de l'entreprise) 

サヴォワ大学経営学研究科 経営学研究・経営コンサルタントコース専攻 博士課

程前期課程二年（フランス） 修了 

- Master (Management et Administration des Entreprises) 

レンヌ第二大学人文社会学研究科 経済社会学専攻 博士課程後期課程（フラン

ス） 修了 

- Doctorat (Économie et société) 

【職歴】 

アンスティチュ・フランセ・東京 人事・会計セクション (2016年5月まで) 

NPO法人「日本で最も美しい村」連合 事務局 (2018年5月まで) 

レンヌ第二大学言語学部（フランス） 非常勤講師 (2024年6月まで) 

レンヌ・スクール・オブ・ビジネス（フランス） 非常勤講師（2025年12月まで） 

大阪公立大学経営学研究科 客員研究員（2026年3月まで） 

大阪公立大学経営学研究科 特任助教（現在に至る） 

宇都宮共和大学シティライフ学部 専任講師（現在に至る） 

所 属 学 会 日仏経営学会、日仏経済学会 

学生・社会へ

のメッセージ 

グローバルでローカルな先進事例に目を向けながら、地域社会を豊かにすることを可能とする、優

れた「経営」とは何かについて一緒に考えましょう。 

 




